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答 (1) 1⃝ 44枚　 2⃝ 32枚

(2) 92枚

解説 (1) 1⃝ 　与えられた問題のように，長方形 ABCDに小正方形を敷きつめたとき，長方形の対角線 AC

が切り分ける小正方形の枚数は，

(縦の枚数) + (横の枚数)− (縦の枚数と横の枚数の最大公約数)

で求められます。問 (1)では，縦に 5枚，横に 12枚の小正方形が並んでいて，5と 12の最大公約

数は 1なので，対角線 ACは

5 + 12− 1 = 16枚

の正方形を切り分けています。長方形 ABCD の中には 5 × 12 = 60枚の小正方形があるので，

対角線 ACが切り分けていない小正方形の枚数は，

60− 16 = 44枚

と求まります。

2⃝ 　問 (1) 1⃝と同様に，対角線 DBも 16枚の小正方形を切り分けていますが，対角線 ACと DB

が共に切り分ける小正方形の枚数を調べる必要があります。

　具体的に描くと，対角線 AC と DB が共に切り分ける小正方形は，次の図で色をつけた 4枚

です。
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　したがって，対角線 ACまたは DBによって切り分けられる小正方形の枚数は，

16 + 16− 4 = 28枚

　よって，対角線 ACにも DBにも切り分けられない小正方形の枚数は，

60− 28 = 32枚

であると分かります。

注意 　実際に問 (1) 2⃝を解くときは縦 5枚，横 12枚に切り分けた図を描いていると時間がかかって

しまうので，長方形 ABCD の中心付近を描いて両方の対角線が通る小正方形の枚数を調べま

しょう。

　与えられた長方形で，
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であることに注目して，小正方形の 1辺の長

さを 10⃝ cmとすると，解説で描いた図中の色

をつけた部分には，右のように長さが書き込

めます。これより，対角線 AC と DB が共

に切り分ける小正方形の枚数は確かに 4枚

であると分かります。
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(2) 　 TQ，SU，TU，SQは，次の図のように小正方形を切り分けています。
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　詳しく調べると，

– 　 TQは，縦 7 cm横 2 cmの長方形の対角線なので，

7 + 2− 1 = 8枚

の小正方形を切り分けています。

– 　 SUも，縦 7 cm横 2 cmの長方形の対角線なので，

7 + 2− 1 = 8枚

の小正方形を切り分けています。

– 　 TUは，縦 7 cm横 17 cmの長方形の対角線なので，

7 + 17− 1 = 23枚

の小正方形を切り分けています。

– 　 SQは，縦 7 cm横 21 cmの長方形の対角線なので，

7 + 21− 7 = 21枚

の小正方形を切り分けています。

　このうち，2本の対角線が通っている小正方形は，次の図で色をつけた 5枚です。
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　以上より，TQ，SU，TU，SQで切り分けられる小正方形の枚数は，

8 + 8 + 23 + 21− 5 = 55枚

　長方形 PQRSの中には全部で 7× 21 = 147枚の小正方形があるので，TQ，SU，TU，SQによっ

ては切り分けられない小正方形の枚数は，

147− 55 = 92枚

と求まります。

注意 　問 (2)も，長方形 PQRSの中心付近を描いて TUと SQが通る小正方形の枚数を調べると時間の

節約になります。これは，問 (1) 2⃝と同様に調べればすぐに出来るので，確かめてみて下さい。ま
た，頂点 Qと Sのところにもそれぞれ 1枚ずつある小正方形に注意しましょう。


